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◆澄川の不法投棄はますます増えている！！ 

昨夜来の強い風雨も朝方には上がり、森林作業には絶好の天

気になりました。がこの日（5月17日）の作業は恒例の環境林

の前の市道の清掃です。午前中は12名が2班に分かれ、北と南

の各境界から入口にアプローチする形で行いました。 

北側からの清掃はどうにか午前中で終えましたが、南側は終

えられない程のゴミの量があり、午後はこの日の参加者全員

で南側の残りの清掃に取り掛かりました。今回の清掃では、

タイヤが36本と前年度より大幅に増え、その他冷蔵庫・パ

ソコン・ソファーなど全てのゴミの量は40Lのゴミ袋で110

個(前年90個)、2.22トンと大幅増加。モラル向上を呼びか

けることも大切ですが、抜本的な対策を行う必要があるよう

に思われます。 

         （文・荻田／写真・豊平清掃事務所） 

 

 

◆キャリコ橋落ちた 

 2015年5月10日キャリコ橋が落ちました。左岸の台地から枕

木と5ｍの橋桁材2本を切り出し、コロで運搬して12，13，14

の3日間の緊急活動で修復しました。ここだけ桁材が腐ってつ

ぶれたためで、ほかのミズナラ部分はまだ腐っておらず別の樹

種を使ったものと思われます。土に埋もれている枕木もまだ半

分は使えました。落ちたときもじわじわへこんだ感じの落ち方で安全が確認できました。右精進

川の清流も守るために防腐剤は使わないことにしています。（文・酒井／写真・三橋） 

 

◆澄川の森にエゾハルゼミの季節がやって来た 

 森ボラの活動拠点がある澄川の森にエゾハルゼミの季節がやって来まし

た。5月14日、作業道を歩いていたら足下の笹で今年第一号の羽化したば

かりのエゾハルゼミを見留て、携行のスマホでパシャ！ 

エゾハルゼミ（蝦夷春蝉） 

 体長はオス31-33mm、メス22-24mmほど。体色は全体的に黄褐色だが、頭

部と胸部はやや緑色を帯び、黒い線や斑紋の模様があります。和名に「エゾ」

とありますが、北海道以外にも分布しています。 

 日本産のセミとしては北方系で、西日本の分布は標高の高い山地に限られ
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ます。北海道では多くの地域で最もメジャーなセミで、最盛期には森林や低山帯で無数の鳴き声

が聞かれますが、いま澄川の森でも盛んに鳴いてます。またこのセミは純粋な森林性であるため

市街地で鳴き声が聞かれることは殆どありません。北海道ではエゾハルゼミのほかにエゾゼミや

コエゾゼミも生息しています。（文・三橋） 

 

◆ローソン澄川緑化推進活動の報告 

 5月21日(土)ローソン関係者の皆さん15名と札幌市自治推進

室から2名の方が参加して澄川都市環境林で我々協会員は13名

と共に春の自然体験をしました。 

 恒例の就業前のラジオ体操に始まり、ローソンさんの支援で

“外来種ニセアカシアの侵入地域の復興事業”を行っている里

山地区（Ｅゾーン）を中心に活動を開始しました。 

 避難小屋の前で記念撮影後里山地区を散策し、ニセアカシア

の巻枯らし体験では皆さん汗だくになりながら手斧で樹皮を剥

ぎ取ってもらいました。秋には葉っぱの無いニセアカを見て貰

います。又、間伐したニセアカの薪割り体験では薪割機と斧で

の作業でしたが、重い斧で薪を割ることは大変苦労していまし

た。午前中最後の作業はA-1にアカエゾマツ10本、ミズナラ

30本、ヤチダモ5本、ハルニレ5本のポット苗50本を植栽し

て貰いました。腹ペコの皆さんには湯澤シェフの美味しい味噌

汁で満足して貰い、元気回復したところで以前に植栽したロー

ソン樹木園の見学をしながら森の散策となりました。最後にワ

ラビを採りお土産としてリュックに詰め澄川を後にしました。（文・事務局） 

 

◆2016年東北被災地訪問記 

東日本大震災が起きて5年

が経ち、第28回「森は海の

恋人植樹祭」に出席するのを

兼ねて2年ぶりに被災地を訪

れたので、これらの状況を報

告します。今回の参加者は市

山さん、三橋さん、荻田の3名です。市山さんは2011年の震災直後の6月に、三橋さんは3年前

に被災地に行かれた経験があるそうです。私は2011年以降昨年を除く5回目の訪問になります。 

今回は、宮古から入りましたが海岸線を走る国道45号線から見る浜辺には高さ8ｍ位の巨大な

防潮堤が連なり、海が見えない状況になっていました。この状況は南下した山田町や奇跡の1本

松で有名になった陸前髙田の海岸も同じ状況でした(下の写真)。 

陸前髙田から南下して気仙沼市に入り、植樹祭の主催者の一人である畠山重篤さんの水山養殖場

（気仙沼市西舞根（もうね））を訪れましたが、そこからの帰

りの山道、道路脇のスギ林で伐採作業が行われている場面に遭

遇しました。作業は一人がチェンソーによる伐採、もう一人が

機械による丸太作りで、普段なかなか間近かで見る機会の少な

い作業状況をしばし見学してきました。 

 今年で28回目となる6/5の「森は海の恋人植樹祭」当日は、

薄日の指す天候で、あまり暑くもなく植栽には丁度良い日和で
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した。全国から延べ1500名の参加者があり、以前にも会ったこ

とのある顔ぶれも多く、多くの人々がこの植樹祭を楽しみにし

ていることが良くわかります。植栽後の水山養殖場での懇親会

では今年も沢山の牡蠣を頂きました。 

翌日は、気仙沼から南下しつつ津波被災地の状況を見ながら

仙台平野まで見てきました。仙台平野では、まず、オイスカの

苗畑を訪問、この日責任者の佐々木さんは不在でしたが、丁度

今年蒔いたクロマツの苗に水やりをされていた森幸一さんに近況を説明していただきました。今

年は名取市の海岸の北の方に植栽されたとのことでしたが、その後、私たちは2013・14年に植栽

されたエリアの見学に行きました。多少枯れたものもありまし

たが生長は順調の様で、北海道と比較し生長も早い様に感じま

した。また、すぐ南に隣接したエリアでは岩沼市が行っている

「千年希望の丘」の広葉樹の植栽地も見学しましたが、ここも

今の所生長が良く順調の様です。この後、この砂地でどの様に

育っていくのか興味のあるところです。 

今回三陸海岸の被災地を見た状況では、道路や防潮堤などの

インフラ整備は順調に進んでいる様ですが、まだまだ仮設住宅

に住まわれている人々も多く、市街地中心部などに住宅や商店を見ることができず、本質的な問

題の所がなかなか進んでいない様に見受けられました。本当に復興したと思えるまでには、あと

10年以上を要するように思えた現在の状況です。（文・荻田） 

 

 

◆2016年度・研修旅行のご案内 

 2016年度の研修旅行は以下の通り実施します。参加希望者は「7月・作業参加申込書」から申し込み下さい。

参加申し込み後のキャンセルは自己負担となりますのでご注意下さい。 

 研修先：北海道大学雨竜研究林(〒074-0741・北海道雨竜郡幌加内町字母子里)(TEL：0165-38-2125) 

 日  程：2016年10月04日(火)～10月05日(水)・1泊2日コース 

 費  用：10,000円/人 ・当日車内にて申受けます。 

 研修内容：10月04日  08:30  JR札幌駅北口(鐘の広場)集合(出発09:00) 

               貸切バス利用。途中、幌加内ソバで昼食。朱鞠内湖第一ダム・朱鞠内湖展望台 

               眺望・朱鞠内湖キャンプ場施設見学後北大雨竜研究林フィールドへ。 

               13:30～16:30    オリエンテーリング・フィールド視察・ディスクワーク。 

            18:30～ 懇親会 

      10月05日  09:00  研究林内視察・研究林施設で昼食。 

            14:00  北大雨竜研究林出発(JP札幌駅着・16:30／解散)  

 幹  事：西野悌三・小笠原宣夫 

              以上 
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■お知らせ                                                     



 

 

出席者：市山・大窪・荻田・橿棒・加藤・清澤・酒井・佐野・髙野・釣井・西野(悌)・和田・三橋 

 

1. 2016年7月、8月スケジュール・・幹事会7月8日(金) 

2. 親子森林教室第3回目活動（6/26）に向けて・・澄川で6/14事前に活動内容の確認 

3. 森林・山林多面的発揮機能対策状況（有明第二）・・チッパー作業はササ刈り直後が効果的  

4. 森は海の恋人植樹祭及び東北震災後の状況報告・・内容はＰ2に掲載 

5. 活動 

6/7・8 水明郷の森今後の対応・・・№12にミズナラ（Ｐ）200本補植予定 

6/22・23 烏柵舞・・下草刈り   施肥試験（5/26）の実施状況説明 

6/29 藻岩山幌南の森（幌南小学校4年生88名散策）・・協会は事前に山道・樹木園整備 

   7/5・6 コンサの森・・下草刈りと成長調査 

6. 委員会報告 

    忘年会の件・・12/7・8 三笠温泉太古の湯に決定 

 7. その他 

   ・研修旅行の案内・・７月作業参加申込書で出欠を募っています。 

   ・澄川活動地ゴミ捨て抑止の為の対応・・行政担当部署と相談しながら改善を図る 

  ・澄川南小の澄川スケジュール・・6/21・7/19 3年生自然体験学習 

  ・2016年5月会計報告 

 

★新入会員紹介・・・日沼 紀之さん 現役で働いています。土、日に参加します。 

 

 

 

 

 

月日 行事・活動地 参加数 活動内容 

5月14日（土） 澄川 9 キャリコ橋修理 

5月17日（火） 澄川 19 清掃活動・キャリコ橋修理完了 

5月19日（木） 有明 14 苗の状況観察と根踏・整地及び草刈り 

5月21日（土） 澄川 13 ローソン自然環境学習（20名参加） 

5月23日（月） 澄川 16 B-4下草刈り、ボサ処理・Ｅ地区抜根処理 

5月 25日(水) 澄川 11 A-4間伐材処理（薪材として） 

5月 26・27日 支笏湖烏柵舞の森 20 施肥試験・№4-7,No1にアカエゾ植栽 

5月 29日（日） 澄川 5 A-4間伐材処理（薪材として） 

5月 30日（月） 有明 15 笹チッパー処理・笹支柱採取（100本） 

6月  2日（木） 澄川 12 B,E、リュバン桜園の遊歩道草刈 

6月  4日（土） えこりん村 1 オイスカ支援 

6月  6日（月） 澄川 12 A-4の仮伏せホダ木をD-8に本伏せ 

6月 7・8日 支笏湖水明郷の森 12 下草刈り 

6月10日（金） 九条小学校/ラルズビル 1/14 ゲストティーチャー/定例幹事会 

■今月の幹事会                                                     
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■活動履歴                


